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１．本論文の位置づけ

1.1.　研究ノートとの関連
　2013年度研究ノートとして「ネット・バカの壁」1

を上梓した。インターネットが日常化している現状
に対して、当時の自身の問題意識に基づき、養老氏
の「バカの壁」の視点を手がかりにインターネット
活用のマイナス面を中心に課題を整理した。そして
自分なりの「ネット・バカ」の定義を行い、これか
らの時代においてインターネットと適切に付き合い
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ながら、そのマイナス面を乗り越えていくためには、
どのような見方、考え方が必要かについて考察し仮
説イメージを提示した。
　今回は、独自の調査に基づきその仮説イメージの
検証を試みることで、よりリアリティのある現状の
課題を捉え直すこと、そして今後に向けた課題解決
の方向を描くことにある。つまり本論文は、イント
ロダクションとしての研究ノートを引き継ぎ、論文
として本格的に展開を試みるものといえる。
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がほぼ描けるものと考えている。
　その他、関係するテーマに関する他の調査データ
も参照し、必要に応じて傍証的に活用している。

２．インターネット調査結果報告

2.1.　調査目的と仮説
　まず初めに、今回のインターネット調査の目的を
述べる。
　先述したように、近年スマートフォン(以下、ス
マホ)の急速な普及に伴い、インターネット利用の
日常化が世代を超えて広まっており、スマホ利用を
牽引していると考えられるソーシャルメディアが利
用者にもたらす思考、意識、人間関係などへの影響
を明らかにすることが本調査の主目的である。加え
て、スマホ利用に伴う意識や行動の変化や公共意識
への影響、通信キャリアのイメージについても探る
ことで、利用者の背景への理解も深めておきたいと
考えた。そして、今回の成果はこれからの時代にお
いて、インターネットとの適度な距離の置き方やメ
ディアを適切に使いこなしたり、使い分けたりする
考え方など、克服すべき課題への処方箋を提起する
ヒントにもなることを期待して行った。
　また、調査仮説として注目した点は以下である。
　①�スマホ利用によるソーシャルメディアは、利用

者に多様な効用をもたらす一方、新たなさまざ
まな課題を生み出している。

　②�スマホ利用によるソーシャルメディアが利用者
に及ぼす影響を通して、利用者の「他者依存
性」が高まり、思考の仕方や人間関係を変質さ
せる。

　③�スマホ利用によるソーシャルメディアへの依存
度合いが高まると、相手とのコミュニケーショ
ンに偏りが生じ、コミュニケーション不全を生
み出しやすくなり、人間関係に支障をきたす場
面が増加する。

　いずれもソーシャルメディア利用に伴うマイナス
面といえる。どのような新しいサービス、技術にも、
効用とともに課題がある。文明の利器である自動車
や家電と同様、両面を冷静に見つめることで、適切
な利用者との距離感を図る必要がある。インターネ
ット利用もすでに日常化している現在、新しさに伴
う効用の裏側に潜む課題と正面から向き合う段階に
なってきたと考えている。

1.2.　本論文の目的と方法
　まず、本論文の目的について詳しく述べておく。
　先の研究ノートでは、ネット・バカを「日常的な
インターネット依存により、他者依存が進み、イン
ターネットの世界から抜け出せなくなることで、思
考が浅く偏ってしまうこと、および当事者を指す。
またこれにより、全能感と自己愛に支えられた当事
者の自己中心性が増すとともに、周りの現実世界と
の乖離が広がり、多様なトラブルを誘発してしま
う」と定義した。そして、ネット・バカの特徴とし
て、過度の「他者依存性」、一方それに伴い「自己
中心性」が増長されていく点をイメージとして指摘
した。
　今回の調査では、以上を踏まえ、「他者依存性」
がどの程度、どのような場面でみられるのか、また
それが「自己中心性」の増長にどのようにつながっ
ているのかを吟味していくことが、中心的な視点と
なる。具体的には、現在インターネットの日常化を
促進しているソーシャルメディアの利用の中で、

「他者依存性」や「自己中心性」がどの程度認めら
れるのか、また日常的なスマートフォンの利用によ
る「歩きスマホ」や「過度の撮影行為」といった公
共意識が問われる場面において、どの程度「自己中
心性」が認められるのかなど、さまざまな点を検討
していく。さらに、利用者が契約している３社の通
信キャリア企業に対して、どのようなイメージを抱
いているのか、また日々どのような意見や要望を現
在持っているのかについてもみていく。このことは、
利用者のみならず、関係する企業や社会のさまざま
な立場から、インターネットの日常化がもたらす現
状の課題に対して、対処方向を探っていくことにつ
ながると考えている。
　調査方法としては、今回主に２つ試みた。１つは
インターネット調査を通して、先述した視点を丁寧
にみている。考察対象の範囲としては、首都圏のス
マートフォン利用者に限定し、ソーシャルメディア
の利用を中心に現状を捉えている。詳しい調査内容
は後述する。
　もう１つは、通信キャリア企業へのインタビュー
調査である。これは、インターネット調査結果から
明らかになったことに対して、利用環境を提供して
いる企業自身がどのように受け止めたか、そして今
後利用者に対してどのような対策方向をイメージし
ているかについて、企業側へのインタビューをもと
に探っていく。補足的にCSRレポートなど関連資
料も併せてみていくことで、現状における企業姿勢
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が高まっていくことを予測し、異なった性格の切り
口を採り上げた。
　最後に、通信キャリア企業3社へのイメージ評価
として「親しみやすいか」「広告のうまさを感じる
か」「ユーザーを大切にしているか」「先進的か」「社会
的責任を意識しているか」の5点をランク付けして
もらっている。さらにフリーアンサーとして企業へ
の意見、要望を聴いている。今回各社へのイメージ
評価や意見、要望をあえて加えたのは、利用者のス
マホに対する価値意識や今後に向けたスマホ利用に
おける課題意識が適切に表現されることを期待した
からである。
　今回のサンプリングには偏りがあり、一般化はで
きない。しかし、スマホ利用で最近トピックスとな
っている点の特徴を拾い上げ、その傾向を理解する
ことで今後に向けたヒントが得られると考えている。

2.3.　ハイライト（クロス集計）
　まず、主な回答者属性としては、東京49.0%、神
奈川24.3%、埼玉14.2%、千葉12.5%とエリアにより
偏りがある。スマホを契約している通信キャリアで
は、docomoが 42.3%、auが 32.3%、softbankが
23.8%となっている。利用歴としては、3年以上が
30.5%、2～3年が27.2%となっており、6割程度が比
較的長く利用している層によるものとなっている。
　スマホ全般に関する問いの中で、「自分の日常生
活でスマホが役立っていると思うこと」に94.2%が

「とてもある」または「たまにある」とする一方、
「スマホに時間をとられ過ぎていると感じること」
は59.5%が「とてもある」または「たまにある」と
回答している。さらに、「スマホなしで連続して過
ごすことができる時間」では、49.3%が6時間以内
までと回答している。以上より、日常的なスマホ利
用が現在かなり進行していることが改めてわかる。
　次に、調査結果から、今回注目できるハイライト
を以下紹介していきたい。結果を見る視点としては、
ソーシャルメディアの利用状況、公共意識、通信キ
ャリア企業への意識、その他特記事項とし、順に紹
介していく。仮説を踏まえた分析については、次節
の分析のところで視点を変え、深く踏み込んでいく。
　①�ソーシャルメディア(LINE, Twitter, Facebook)

の利用割合は、概ね20代が最も高く、年代ごと
に 徐 々 に 低 下 し て い る。LINEで は20代 が
72.0%に対し、50代は46.7%となっており、若
い年代から利用が広まっている様子がわかる。
Facebookでは比較的年代差が小さくなっている。

2.2.　実施概要
　以下、項目ごとに概要を列挙する。
　①調査タイトル
　　�「スマートフォンによるネット利用が思考や意

識、人間関係に及ぼす影響」
　②調査対象
　・�スマホ利用者で、東京、神奈川、千葉、埼玉在

住の電車利用者
　・�20代男女、30代男女、40代男女、50代男女各75

名、合計600名
　③主な調査項目(属性除く)
　・スマホの利用歴、役立ち度、時間感覚など
　・�ソーシャルメディア（LINE, Twitter, Facebook）

の利用状況、意識など
　・�公共意識（ながらスマホ、過度の撮影）、スマ

ホ利用による生活の変化など
　・�各通信キャリアへのイメージ（docomo, au, 

softbank）、意見・要望など
　④実査
　　�　2014/06/13～15（インターネット調査、調査

会社クロス・マーケティングに委託）に実施。
　　�　今回の調査で配慮した点は、まず首都圏で主

に電車を利用している対象に絞ったことである。
それは、公共意識に関する問いで駅や電車内で
よく見られる「歩きスマホ」を中心とした「な
がらスマホ」についての意識や行動に注目して
いることによる。また、電車での移動中に比較
的ソーシャルメディアに接する時間が長いと考
えたからである。

　一方、ソーシャルメディアについては、最近の各
種調査から利用割合が高いとされているLINE, 
Twitter, Facebookに絞って調査票を設計した。今
回、対象となる年代を広く捉えていることもあり、
年代に応じ利用状況や意識が分かれることを期待し
た。とくに注目した点として、LINEについては近
年注目されている「既読スル―」の受け止め方、
Twitterについては他者の情報による影響度合いと
ともに受信と発信のバランス、Facebookについて
は影響度合いのほか他人の生活をのぞき見ることへ
の意識や監視されている感覚を盛り込んでいる。そ
して、共通する項目として、利用「疲れ」の程度や

「未利用の理由」、さらにフリーアンサーとして利用
所感を問うている。
　さらに公共意識として提示した「歩きスマホ」は
現在社会的な問題意識が高まっているテーマである
こと、スマホによる「過度の撮影」は今後問題意識
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の短縮化が、コミュニケーションに影響を与え
る要因のひとつとして考えられる。

　⑧�Twitterは、全体的に10件以内のフォローにと
どまる割合が高い。また、「毎日つぶやく」層
は20代が最も多く35.6%となっているが、他の
年代では限られている。とくに、30代より高い
年代では「つぶやかずに読むだけ」の層が半数
以上を占めている。このことは、Twitter利用
が定着していく中で、多くの層が情報収集ツー
ルとしての利用に落ち着いていき、限られた発
信者の情報を、多くの層が共有している状況が
イメージできる。

　⑨�Twitterでは、「得た意見や情報に影響を受けて
いると思うこと」が「とてもある」または「た
まにある」と20代の54.0%が回答している。さ
らに、それらを「知りあいに伝えること」が

「とてもある」または「たまにある」と20代の
47.1%が回答しており、影響を受けていること
を拡散する傾向が改めてわかる。そのような状
況は、利用割合と同様、年代が上がるにつれて
徐々に下がっている。

　⑩�Twitter利用に関するフリーアンサーからは、
プラス面では「友達の近況がわかる」「参考にな
る意見がたくさんある」「暇つぶしになる」とい
ったコメントが目立っている。一方、マイナス
面では「とても全部の情報を追えない」「ノイズ
(となる情報)が多い」「正しい情報と誤っている
情報の見極めが難しい」「短文なのでわかりやす
いが、意図が伝わらないときがある」「勝手に誰
かにフォローされるのが嫌だ」「知らずに自分の
情報を流しているかもしれないと思うと怖い」
などのコメントが目立っている。Twitterでは
質量ともに多様な情報をいかに見極めていくか
が難しいことや、フォローしフォローされる関
係の中で不透明な部分が気になることがコメン
トからうかがえる。

　⑪�Facebookでは、Twitterと比較すると、影響
を受けている割合は下がるが、20～30代が3～4
割と比較的高い。また他者評価である「いい
ね」が多いほど受け入れやすいと感じるかを聞
いたところ、20代では31.0%が「とても感じ
る」または「たまに感じる」と回答しており、
その影響度合いの高さがうかがえる。

　　�さらに「友達申請」について、20代では19.0%
が「友達申請」があれば「基本的にすべて受け
入れる」としている点が他の年代と比べ際立っ

　②�LINE, Facebookでは、個人や身近な人への登
録数が多いが、グループ、有名人または企業な
ど公式アカウントの登録は、多くが5件以内と
限られている。つまり、利用の多くが個人や身
近な人との関係であることがわかる。

　③�利用「疲れ」については、利用割合と同様概ね
20代が最も高く、年代ごとに徐々に低下してい
る。Facebookに関しては、30代利用者の26.4%
が「とても感じている」または「まあ感じてい
る」と回答しており、他の年代と比べ突出して
いる。

　④�これらのソーシャルメディアを利用しない理由
については、いずれも共通しており「必要性を
感じない」5～6割、「面倒くさい」4割程度、そ
の他LINEやFacebookでは「プライバシーが
心配」が3割程度となっている。これらの結果
は、今後に向けた利用の広がりを阻む課題とい
える。

　⑤�LINEで「コメントするタイミング」について
は、全体的には「少し考えてから」が37.3%と
最も多いが、「即座にする」では40代、50代が3
割前後と多くなっている。このことはLINEに
対する利用姿勢で20代、30代との差をうかがわ
せる。

　⑥�LINEの「既読機能」については利用者の受け
止め方が分かれており、「既読スルー」をした
ことが「あまりない」または「一度もない」と
いう割合は全体で39.1%、そして「既読スル―」
は「できるだけ避けるべき」または「してはい
けない」という割合は全体で24.7%となってい
る。「既読スル―」の経験については、20代、
30代と40代、50代とで年代差が見られる一方、
NGと考える割合は各年代とも2～3割となって
おり、LINE利用における新たな常識感覚がで
きつつあることがうかがえる。

　⑦�LINE利用に関するフリーアンサーからは、プ
ラス面では「やりとりが軽くなった」「思いつき
で会話できる」「大勢で情報共有ができる」「グル
ーピングが便利」「家族間のチャットには最適」
といったコメントが目立っている。一方、マイ
ナス面では「無駄なメッセージ、スタンプが多
い」「メッセージの送り手に縛られている感じ」

「人とつながり過ぎることが迷惑だと感じる」
などのコメントが目立っている。LINEでは、
コメントの頻度が多くなるとともにコメントが
短く、ときにはスタンプだけといったやりとり



（　　）5

ネット・バカの壁を越えて（宮田）

ベルで意識の違いがうかがえる。一方、主な否
定的意見では「TPOをわきまえるべき」「行儀
が悪い」「見ていて不愉快」「スマホに人が縛られ
ているように感じる」など感情的に受け入れが
たいといったコメントが多い。もちろん、どの
ような場をイメージしてコメントしたかは回答
者により異なっており、現状では許容される範
囲に幅があると考えられる。

　⑮スマホ利用による日常的な意識の変化
　　�　まず、日常的なスマホ利用により「物事を判

断する際のやり方に、以前より得意になったこ
と、また苦手になったこと」については、フリ
ーアンサーで以下のような回答が得られた。

　　�　得意になったこととしては「すぐに検索し調
べるようになった」「自分で考えるより先に、調
べてしまうことが多くなった」「ネットで口コミ
を見てから買い物をするようになった」「ルート
検索で行動がスムーズになった」といったよう
に、すぐに検索する癖が目立っていることに加
え、判断をネット情報に委ねがちになっている
様子がうかがえる。

　　�　一方、苦手になったこととしては、「すぐ調
べものができるが、自分で考えることが少なく
なった」「判断基準にネットの情報を使うように
なった」といった得意とは裏腹な点がうかがえ
る。さらに「読書力、暗記力が落ちた」「人づき
あいが面倒になった」といったように、以前で
きていたことが苦手になっていく様子がうかが
える。

　　�　さらに「よかったこと、困ったこと、失敗し
たこと」に関するフリーアンサーでは、「パソ
コンを使わなくて済むようになった」「隙間時間
に用事が済ませられるようになった」など、タ
イムマネジメントが効率的にできるようになっ
た点が目立っている。一方、「文字でやりとり
するとニュアンスが伝わらなくなり喧嘩した」

「考えもせずにすぐ発信してしまい、あとから
何度も訂正を送るなど、考慮と配慮に欠ける行
動が増えた」といったコミュニケーション不全
も目立っている。また「何にでもはまりやすく
なってしまう」「ゲームをやり過ぎてしまう」「仕
事とプライベートの差がなくなり、疲れるとき
がある」「便利以上に、忙しく、あわただしい毎
日になった」といったように、逆に時間がコン
トロールできなくなるといった点もうかがえる。
このようにみてくると、利用者のリテラシーに

ている。FacebookはLINEほどでないにして
も、他の年代と利用意識に差がうかがえる。

　⑫�Facebook利用に関するフリーアンサーからは、
プラス面では「ちょっとした知りあい探しに便
利」「お友達ニュース録」「写真を大量にアップす
る際に役立つ」「リア充を自慢できる」といった
コメントが目立っている。一方、マイナス面で
は「友達の食事と子どもの写真が多すぎて飽き
る」「Facebookに載せるために行動する」「人の
生活をのぞき見ることは楽しいのだが、たまに
自分と比較して嫌な気分になる」「自分の投稿が
どこまで広がってしまうのか怖い」「昔の友達な
どとつながると面白いが、つながりたくない人
とつながると面倒」といったコメントが目立っ
ている。Facebookでは、投稿し続け自分を見
せることが目的化しがちであることの他、相手
のことがお互い良くわかる関係を作りつつも、
それに縛られたり、自分と比較しがちになりや
すかったり、また関係を広げやすいが自分の意
図に反した関係が作られてしまうことなど、ス
トレスが生まれやすい状況がコメントからうか
がえる。

　�　さらに、公共意識やスマホ利用による意識の変
化などに関する気づきとして得られた点を以下列
挙する。

　⑬�公共意識の面では、まず「歩きスマホ」問題を
どう受け止めているかを4つの選択肢で聞いた
ところ、全体では「すぐやめるべきだ」43.3%、

「気をつける程度でよい」46.7%、「やむを得な
い」5.3%、「別に問題はない」4.7%という回答
が得られた。しかし年代別にみてみると、「す
ぐやめるべきだ」が50代では6割程度であるの
に対し、20代では3割程度となっている。また

「別に問題はない」では20代が1割であるのに対
し、その他の世代では2～3%と開きが見られる。
ソーシャルメディアの利用割合の年代差や一般
的な公共意識への年代差、個人差などが、これ
らには関わっていると考えられる。

　⑭�スマホでの人や物、食事などへの撮影行為に対
する受け止め方としては、フリーアンサーで以
下のようなコメントが目立っている。主な肯定
的な意見では「時代の流れ」「常識が変化してい
る」「思い出に残るので良い」、また「SNS投稿
目的なら承諾を得るべき」「撮影は良いが、ネッ
トに載せるのは問題だ」など挙げられるが、単
に撮影して楽しむレベルとネットで公開するレ
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　①�スマホ利用によるソーシャルメディアは、利用
者に多様な効用をもたらす一方、新たなさまざ
まな課題を生み出している。

　②�スマホ利用によるソーシャルメディアが利用者
に及ぼす影響を通して、利用者の「他者依存
性」が高まり、思考の仕方や人間関係を変質さ
せる。

　③�スマホ利用によるソーシャルメディアへの依存
度合が高まると、相手とのコミュニケーション
に偏りが生じ、コミュニケーション不全を生み
出しやすくなり、人間関係に支障をきたす場面
が増加する。

　そして、分析する視点を意識した問いとしては、
以下の５つである。
　問1　他者依存性は高まっているか。
　問2　コミュニケーション不全はみられるか。
　問3　人間関係の縛りや重圧は強まっているか。
　問4　公共意識は低下しているか。
　問5　新たな課題が生まれているか。
　では、ひとつずつみていこう。

2.4.1.　他者依存性は高まっているか。
　ソーシャルメディアの利用を通して、利用者の

「他者依存性」が感じられる場面がいくつか挙げら
れる。
　LINEでは、いつもの仲間内で常に気軽に情報や
スタンプ、写真を回し続けあう点、Twitterでは「読
むだけ」つまりROM化傾向が強い点、Facebook
では「いいね」が義務化しつつあることへの指摘や、
投稿記事を載せることを目的に行動してしまう姿勢、

「知りたいけど、知られたくない」といった他者を
気にしすぎるアンビバレントな態度などが関係して
いると考えられる。ソーシャルメディアに限らなく
ても、つい無意識に「何でもすぐ検索」し何らかの
即答を求めようとしてしまう態度にも感じられる。
　このようにスマホには、ソーシャルメディアの利
用を中心に、他者依存性を知らず知らず高めてしま
う要素は多くみられ、現在利用者に十分作用してい
るといえる。ただ、現段階では、その因果関係は明
らかとはいえず、他者依存性を育てやすい条件が多
様に揃っていると考えられる。
　なお他者依存性は、行き過ぎると他者からの反応
がないと自らを支え切れなくなってしまう懸念があ
る。利用を自制できる範囲を定める必要が今後の課
題といえるだろう。

よる変化の出方の違いが感じられる。
　⑯通信キャリアへのイメージ、要望
　　�　最後に、回答者の属性で触れた通信キャリア

3社のイメージや要望を簡単にみていく。
　　�　まず、5つの視点から各社のブランド・イメ

ージを聞いたところ、それぞれ異なったイメー
ジが示されている。docomoは「親しみがあ
る」「ユーザーを大切にしている」「社会的責任が
感じられる」の3点で高い結果が出ている。au
はいずれの視点でも明確なイメージが示されて
いない。softbankは「広告がうまい」「先進的で
ある」の2点で高い結果が出ている。一方、フ
リーアンサーで意見や要望を聞いたところ、「3
社で十分技術は同等」(20代)、「以前はどの会社
を選ぶかで差があったように思うが、今は3社
とも大きな差を感じなくなった」(50代)といっ
たコメントが目立っており、利用者としてのサ
ービス実感やスマホ利用の機能面よりも、CM
によるイメージが各ブランド・イメージ形成に、
より強く影響していることがうかがえる。

　　�　また、その他目立ったコメントとしては、以
下のものが挙げられる。

　　�「CMや広告に莫大なお金を投資しないで消費
者に還元してほしい」(20代)、「長年使っている
ユーザーに親切でない。乗り換え特典ばかりで、
10年使っていても何の特典もない」(20代)、「料
金が高止まりしている。新規ユーザーの獲得ば
かりに熱心」(30代)、「契約の仕方をもっとシン
プルにしてほしい」(30代)、「3社とも社会イン
フラである自覚が足りない」(30代)、「スマホで
人に迷惑にならないように徹底的に対策を練っ
てもらいたい」(40代)。

　以上のコメントを改めてみてみると、3社のブラ
ンド・イメージの違いはともかく、日常的に広く浸
透しているスマホ利用に対して、利用者自身や社会
の利用環境への質向上に関心や要望が向かっている
ことがうかがえる。その意味で、「歩きスマホ」問
題などは、今後さらなる関心の高まりが見込まれる。

2.4.　分析①　仮説関係
　それでは以上のハイライトを踏まえ、分析を行っ
ていく。分析に関しては、調査仮説として注目した
点をふまえ、まず5つの問いを設定し、それぞれに
ついて現段階でどのように考えることができるのか
を述べていく。
　先述した調査仮説は以下である。
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/見られること」へのストレスが4人のうち1人程度
示されている。この点も、人間関係の重圧につなが
っていると考えられる。
　さらに、LINEでは電話帳から自動的に友達を拡
大してしまう機能や、Facebookでは頻繁に友達を
紹介する機能が備わっている。そのような中で、20
代では友達申請を基本的にすべて受け入れる割合が
約2割となっており、「まずは受け入れ、後で悩む」
といった悪循環が見て取れる。
　以上のような、ソーシャルメディアにすでに備わ
っている機能が、必然的に人間関係の縛りや重圧に
つながっている現状がみられる。このことは、ソー
シャルメディアですでに前提とされている機能その
ものへの見直しが、とくにサービス提供側に課題と
して示されていると考えられる。

2.4.4.　公共意識は低下しているか。
　今回尋ねた「歩きスマホ」の受容意識、およびス
マホでの撮影行為の意識からうかがえる範囲だが、
公共意識の現状の一端が見て取れる。
　「歩きスマホ」は全体で4割余りが「すぐやめる
べきだ」と問題視している中、20代では「すぐやめ
るべきだ」は3割程度、「気をつける程度でよい」が
5割余り、「別に問題はない」が1割と、甘めな結果
となっている。これは、当事者としての許容や正当
化がうかがえるが、時間とともに全体の意識が20代
のそれに近づいていくことが懸念される。
　スマホでの撮影行為に対しては、意見が分かれて
いる。ただ、全体的に個人意識にゆだねられている
現状がうかがえ、否定する側も感情的な反応にとど
まっている。それゆえ、今後肯定的な意見へますま
す偏っていくことが予想される。
　そして、撮影行為は日常的に習慣化し、仲間と一
緒に正当性を認め合う傾向がある。今回フリーアン
サーの中で示された「時代の流れ」「常識が変化して
いる」といった見方に、どれだけ社会としてのルー
ルを持ち込めるかが今後の課題である。現段階でス
マホでの撮影行為は、概ね「マナーを意識しつつも
撮影は致し方ないが、ネットでの掲載(公開)には注
意が必要だろう」という程度の利用者による現状の
バランス感覚が見て取れる。

2.4.5.　新たな課題が生まれているか
　上記以外でみられる新たな課題としては、プライ
バシーへの不安の増大が挙げられる。ソーシャルメ
ディアは利用のハードルが低い一方、誰に知られて

2.4.2.　コミュニケーション不全はみられるか。
　LINEやTwitterの特徴はコメントが短いことで
ある。Twitterでは140字といった制限があるが、
LINEになるとコメントの短さは顕著になり、コメ
ントすら省略されスタンプや写真のみでコミュニケ
ーションがなされる場合も少なくない。
　この傾向は、スタンプや写真を多用しコメントを
限りなく短くすることで、受け手側の理解の多義性
をどんどん広げていくことにつながっていく。その
結果、お互いの誤解を生みやすくする。その要素と
して、情報の乏しさ、さらに受け手の思い込みや気
分も手伝って、プラス、マイナス、いかようにも受
け止められる可能性が多分に生じる。近年LINEで
のトラブルには、このような誤解が深く関わってい
る。
　加えて、誤解を増幅させる機能がソーシャルメデ
ィアには備わっている。誤解が受け手当人のみにと
どまらず、関係者で瞬時に共有され、訂正不能に陥
ることも少なくない。このようなソーシャルメディ
アの拡散しやすい機能も合わせて考える必要がある。
　一方、頻繁なネットでのやりとりを通して「人疲
れ」、リアルな「人づきあいが面倒になった」とい
う声もみられる。ソーシャルメディアにのめり込む
ことは、限られた1日の時間の多くを費やすことで
もあり、リアルな人付き合いはなくとも「人疲れ」
する気分は残る。このように、リアルな人付き合い
とは異なるレベルでの大量のコミュニケーションを
通して、コミュニケーション方法が偏り、ソーシャ
ルメディアでのコミュニケーションでの苦労の裏側
で、リアルなコミュニケーションの体験が減り、苦
手意識だけが高まっていくような皮肉な現実がある。
　つまり、コミュニケーション不全は、ソーシャル
メディアを通してネットへの依存が高まることで促
進されると考えられる。

2.4.3.　人間関係の縛りや重圧は強まっているか。
　現在LINEでは既読機能の是非が議論になってい
るが、既読機能により相手の行動や態度が「可視
化」される点が人間関係の縛りにつながっており、
すでに「既読スルー」をNGとする層が2～3割を占
める現状にある。既読機能への受け止め方は人それ
ぞれ異なると考えられるが、いずれにしても利用者
のストレスを増大させていることは間違いない。
　また、Facebookでは、全体で「他人の生活を見
ることに抵抗がある」24.0%、「他人から監視されて
いると感じる」23.6%と、他人に対して「見ること
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疲 れ 」(.23**)、「Twitter疲 れ 」(.20**)、「Facebook疲
れ」(.26**)といった程度の結果しか認められなかっ
たが、それぞれの疲れ相互の相関では、L-F(.43**)、
L-T(.47**)、T-F(.58**)のようなゆるい相関が認めら
れた。つまり、それぞれの疲れの出方が似ているこ
と を 示 唆 し て い る。(L:LINE, T:Twitter, 
F:Facebookと略す)
　次に、改めて各メディアの利用者と「疲れを感じ
る」利用者の割合について、利用の重なりもからめ
てみたところ、L-T-F利用者の疲れを感じる割合が
46.4%と最も高く、次にL-F利用者が32.9%と高い
数値が出ている。3つのメディアでは、LINEが
29.5%と と び 抜 け て お り、Twitter12.0%、
Facebook16.7%と比べてもその差は大きい。
　以上から考えられることは、「LINE疲れ」が基軸
になっていることであり、ほかのメディアと重なる
ことでさらに疲れが増幅していることである。
　では、「LINE疲れ」とは、どのような質のものだ
ろうか。利用者がLINE利用に関して感じているこ
とを自由記述してもらった中から挙げると、次のよ
うなものが目立っている。
　「既読がつくことが便利でもあり、それに返事が
なければとても不快になるため、LINE疲れが起こ
ると思われる」「待ち合わせやすぐにお互い連絡を取
り合うときは便利だが、あえてグループの話題で返
信を強要されているようで使いたくない」「相手が読
んでいてくれることがわかることは良いが、すぐに
答えないと悪いような気になり、ちょっと面倒くさ
い」「友達削除の機能が欲しい」などである。
　相手の反応が既読機能により見える化されること
により、送り手、受け手双方にさまざまな思いを抱
かせることで気疲れが生じること、またグループ内
での関心のないことへも返信など参加が強要される
ことが、疲れにつながる視点としてうかがえる。こ
のような点は、TwitterでもFacebookでも共通し
ており、とくにFacebookでは相手について見たく
ないことまで見せられたり、自分のことがいろいろ
監視されたりすること、そしてそのことがいつも脳
裏に付きまとってしまうことで、より重苦しい精神
的な疲れにつながっている様子がうかがえる。
　さらに、3つのメディアを併用しているヘビーユ
ーザーの疲れの様子をみてみると、「時間に追い回
され、便利以上に忙しく、あわただしい毎日となっ
た」(50代)、「就寝前に閲覧していてそのまま寝てし
まう」(30代)、「いつでも仕事のチェックができるの
で悲しい」(30代)といったように、精神的な疲れが

いるかわからない不透明感や怖さ、自分でも知らな
いうちに個人情報やそれにつながる情報を流してし
まっているリスクが生まれている。また、インター
ネット利用には日常化に伴い、さまざまな利用者の
幅が生じる。そして匿名性が保たれやすいこともあ
り、悪意が個人を超え集団で共有されやすいリスク
も伴っている。ビッグデータの活用をはじめとした
インターネットのクラウド化が見込まれる中、ソー
シャルメディアのサービス提供者や通信キャリア企
業の情報漏洩への備えを超えて、プライバシーの課
題を今後考えていく必要がある。
　また、情報の正しさを見極める難しさが見られる
中で、ソーシャルメディアの利用割合の高い20代は
Twitterでだまされた割合が26.4%と比較的高い。
ソーシャルメディアは多様な意見や情報が得られる
一方、ひとつひとつ裏付けをとっていくことは現実
的には難しい。その意味から、情報の正しさの判断
において、社会的なサポートの必要が期待される。
それは、信頼できる審査機関なのか、法律的なもの
が妥当なのかはわからない。いずれにしても、上記
の点で今後いかに自己防衛していくかが、大きな課
題といえるだろう。

2.5.　分析②　追加視点
　さらに踏み込んだ分析を行っていく。1つの視点
は、ソーシャルメディアの利用に伴う「疲れ」につ
いてであり、どのような「疲れ」がデータを通して
示されているかを考えたい。　
　もう１つは「思考停止」についてである。便利さ
の裏側には、不便さがあるだけでなく、不便さを克
服する知恵や態度、意識がある。便利さを追求する
あまり、失われていくものは何かを少し足を止めて
考えてみたい。

2.5.1. ソーシャルメディア疲れ
　「SNS疲れ」という言葉は、日本でmixiなどの
利用者が拡大する中で以前より耳にしたことがある。
今回は、対象としているソーシャルメディアの

「LINE疲れ」「Twitter疲れ」「Facebook疲れ」につ
いて、考えてみたい。
　最初に、3つの疲れと全員が回答している属性お
よび、利用歴や役立ち度、時間感覚との関係を見て
みると、χ2検定で「スマホで時間がとられすぎて
いる」と感じる項目と1%水準の有意な関係(**)が
LINEおよびFacebookで認められた。そこで、そ
れぞれの疲れとの相関をとってみたところ、「LINE
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ものが挙げられる。
　変化としては「すぐに検索し調べるようになった。
自分で考えるより先に、調べてしまうことが多くな
った」「ネットで口コミを見てから買い物をするよう
になった」「判断基準にネットを使うようになった」

「読書力が落ちた。暗記する力が落ちた」、そして困
ったことや失敗したこととしては「考えもせずすぐ
発信してしまい、あとから何度も訂正を送るなど、
考慮と配慮に欠ける行動が増えた」「なんでもはまり
やすくなってしまう。ゲームをやりすぎてしまう」

「仕事とプライベートの差がなくなり、疲れる時が
ある」などが主な回答として挙げられる。
　このように見てくると、先述した「他者依存性」
でも触れたが、「検索癖」に象徴されるように、な
にがしかの答えが求められたとき、自分で考えよう
とする前に、ネットに頼ってしまう態度が目立って
いる。さらに、得た答えを吟味することなく受け止
め、自分の答えとしてしまう様子がうかがえる。ま
た、そのような状態が日常的な基本スタイルとなり、
無意識的なルーティン行動となることによって、ま
すます自分で考えることをスルーしてしまうことに
なる。このような行動スタイルは、まさに「歩きス
マホ」問題とも直結していると考えられる。
　「歩きスマホ」とソーシャルメディア利用との相
関を見てみると、無関係だとするデータが出ている。
一方、先述した「スマホなしで過ごせる時間」への
回答状況と「歩きスマホ」への意識とは、χ2検定
で1%水準の有意な関係(**)が認められている。つま
り、ソーシャルメディアの利用とは関係はないが、
スマホそのものに対して常に身につけていないと落
ち着かないといったような依存性自体が、「歩きス
マホ」への意識とつながっている。
　他のマナーに関する調査2によると、他人に対し
て気になるマナー違反として、「歩きながらの携帯
操作」(46.1%)が4番目に来ている。ちなみに1番目
は「複数人で横並びで歩き、通行の妨げになってい
る」(60.5%)、2番目は「控えるべき場所での携帯電
話」(58.0%)、3番目は「ごみのポイ捨て」(49.2%)、
そして5番目は「禁止された場所での喫煙」(45.9%)
となっている。つまり、現在「歩きスマホ」は「ご
みのポイ捨て」と「禁止された場所での喫煙」と同
じ程度のマナー違反として受け止められている。し
かし、自分がついやってしまうマナー違反としては

「歩きながらの携帯操作」(27.8%)がダントツで1番
目となっている。ちなみに2番目は「控えるべき場
所での携帯電話」(10.8%)、3番目は「複数人で横並

肉体的なものにも及んでいる様子がよくわかる。
　ソーシャルメディア疲れをまとめると、以下のよ
うになる。
　まず、単に時間的に利用しすぎていることが疲れ
に直結するわけではない。しかし、長く利用する中
で、人間関係に深く関わるLINEやFacabookでは、
相手や仲間との適度な距離感がなかなか見いだせず、
つい過剰な付き合いになってしまうことがストレス
になる。また、そのやり取りの中で送り手、受け手
双方の間に、限られた情報による誤解や深読みが生
じ、ギャップがストレスをさらに大きくするとイメ
ージできる。
　一方、Twitterでは相手とのやり取りよりも、情
報収集ツールとして活用される傾向が強いため、疲
れの質としては、欲しい情報がなかなか見つからな
いことや氾濫する情報の真偽が確かめられないなど、
情報過多や情報混乱による疲れが目立っている。そ
れゆえ、軽度な肉体的疲れに近く、少し休憩すれば
回復するものが多いと考えられる。
　今回の調査結果を踏まえると、ソーシャルメディ
ア疲れとは「利用しすぎによる時間負担を前提とし
つつ、相手とのやり取りにおける誤解や考え方のブ
レ、気疲れが蓄積し、そのような関係を維持するこ
とで生じる精神的ストレス」とまとめることができ
るだろう。

2.5.2. スマホ利用に伴う思考停止
　今回の調査では、「思考停止」に関わる点として、
それぞれのメディアにどの程度影響されているかと
ともに、Twitterでは「Twitterの意見を参考にせ
ず自分だけで考える機会」がどの程度あるかを尋ね
ている。また、それぞれのメディア利用に関するフ
リーアンサー、および日常的なスマホ利用による

「物事を判断する際のやり方」に関する変化、「よか
ったことや困ったこと、失敗したこと」もそれぞれ
フリーアンサーで尋ねている。「思考停止」につい
ては、これらの結果を手がかりに分析してみたい。
　まず、「Twitterの意見を参考にせず自分だけで考
える機会」がある(「とても」+「まあ」)と答えた
割合は、20代39.1%、30代53.8%、40代40.0%、50代
43.2%となっている。30代が10ポイントほど高いが、
それ以外は40～50%といえるだろう。逆に考えれば、
概ね利用者の約半数は、何かを考えるときTwitter
の助けを得ていることになる。
　では、Twitter利用者以外を含めて考えると、フ
リーアンサーからうかがえる意見から、次のような
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意見の論拠を考える癖をつけること。
　②思考のバランス感覚
　　�少数意見に目を向けて思考の枠組みを広げ、自

分の意見の立ち位置を見極めること。
　③リアルな対話
　　�相手と面と向かって対話することで、相手を深

く理解するとともに思考を鍛えること。
　それでは、今回の調査結果や先述したいくつかの
分析結果を通して、「ネット・バカの壁」をいかに
超えるかについて、改めて考察する。

3.1.　他者依存の壁
　まず、ネットの先にいる他者や情報より、身近な
他者に目を向けることを意識することが大切だと考
えている。人はある意味で、他者と無縁では生きて
いけない。しかし、ネットの向こうの不確かな相手
に頼る以前に、身近でかつ実体の伴う相手との関係
を改めて意識する必要があるだろう。
　また、「IT断食」3を主張する人もいるが、無意識
に依存してしまう状態から脱するためには、飲酒だ
と「休肝日」があるように、「ネット休日」を設け
ることもひとつの工夫だといえる。スマホがないと
半日も時間が持たない人が今回の調査では半数程度
いるが、常にあることが当たり前のものは、一度失
うことでその存在の意味に改めて気づくことができ、
かつ道具としての意味を考え、利用をコントロール
できるだけの距離感をとるための工夫が大切だと考
えている。
　いずれにしても、スマホを肌身離さず身につける
方向ではなく、少し距離を置くことで他者依存の壁
を超えやすくできるのではないかと考える。

3.2.　偏った認識の壁
　偏った認識をただすためには、ただしてくれる相
手が必要である。偏った認識に導きやすくする行動
スタイルとして「検索癖」が挙げられるが、それを

「対話癖」へと変換できる努力が現在必要だと考え
ている。リアルな「対話」は、相手との逃げられな
い関係の中で、多様な手がかりを駆使してコミュニ
ケーションを図ることができる。そこには誤解が生
まれにくく、また自己中心的な態度はなかなか受け
入れられない。
　そして、「対話」というコミュニケーションスタ
イルは、世代を超えて成立するものであり、メディ
アリテラシーがさほど問われない。この点は、今回
の調査でも明確に示されたように、インターネット

びで歩き、通行の妨げになっている」(4.8%)となっ
ており、かなり比率が下がる。現在「歩きスマホ」
が、マナー違反として意識しつつも、知らず知らず
行動してしまう矛盾をはらんでおり、意識と行動が
大きく乖離していることがわかる。このことは、す
なわち「歩きスマホ」がマナー違反だとの情報を得
ているものの、自分と無関係なものであり、日々の
生活の中で頭の中から抜け落ち、自分ではすでにコ
ントロールできていないレベルにまで近づいている
ことがうかがえる。
　つまり、今回の調査や参考となる他の調査から言
えることは、スマホを日々使い続けることによって、
スマホに依存しやすくなるとともに、道具に「使わ
れる」状態に陥りやすくなり、利用者の意識が周囲
のリアルな世界から離れてしまい、スマホの中やソ
ーシャルメディアなどを通してその先の関係の中に
取り込まれやすくなることを示唆している。まさに、
スマホがリアルな世界からワープしてしまう入口の
ようなイメージが浮かぶ。
　このように考えてみると「携帯通話」と「歩きス
マホ」の違いは、前者は利用者の視覚が周りに届く
のに対して、後者は視覚がスマホに集中してしまい
一時的な「目隠し状態」になって意識が飛んでしま
うことにより、「ついやってしまう」割合が高くな
る。それが、同じ携帯・スマホ利用でも「ついやっ
てしまう」程度の差として出ていると考えられる。
　いずれにしても、スマホ利用が他者に多くを委ね
たり、自己コントロールを失ったりと「思考停止」
を誘発しやすい状態につながっていると考えること
ができるだろう。

３．考察

　冒頭でも触れた本論文のイントロダクションとし
ての研究ノート「ネット・バカの壁」では、「ネッ
ト・バカ」の特徴として、「他者依存性」と「自己
中心性」を指摘した。そして、「ネット・バカの壁」
に囚われると、「他者依存」がより進行し、容易に

「偏った認識」に陥りやすくなり、なかなかその中
から出られないことを述べた。つまり、思考の硬直
化が、「ネット・バカ」となることによってより進
行するといえる。
　このような状態の中で、その壁を乗り越える仮説
として、以下の点を指摘している。
　①批判的な受け止め姿勢
　　�情報をうのみにせず吟味すること。また、少数
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４．結論

　本論文の前提となる視点として、「ネット・バカ」
の自分なりの定義に基づき、「他者依存性」に注目
しつつ、「自己中心性」との関わりや、インターネ
ットの日常化に潜む課題のあり様について検討して
きた。論拠としては、スマホでのソーシャルメディ
アの利用実態や「歩きスマホ」など公共意識への影
響を独自に実施したインターネット調査を中心に、
関連する先行研究や調査も参考にしつつ考察を進め
てきた。
　そして、結論として言及できる点は2つある。
　１つは、インターネット利用の日常化により「他
者依存性」が促進される点である。今回調査を行っ
た中で、ソーシャルメディア利用に関する部分では、
LINEやFacebookでは人間関係面での依存性が目
立ち、Twitterや「検索」では情報収集面での依存
性が主に示されている。もちろん、ソーシャルメデ
ィアの利用や検索機能などのインターネット利用は、
利用者のリテラシーにより依存度合いは異なってく
る。ただ、それらの利用の日常化が進み、無意識的
な行動になることによって自分で考えることなく他
者や外部情報に判断を委ね、それらを無批判に受け
入れてしまうような態度、すなわち「思考停止」に
つながっていく傾向がみられる。
　「自己中心性」との関わりは、今回あまり明確に
示されてはいない。しかし、公共意識の象徴として

「歩きスマホ」への意識や姿勢を見る限りでは、年
代別に差異はあるものの、スマホが視野狭窄的な仕
組みとなり、自分の世界に入り込みやすくなるがゆ
えに、周りが見えなくなってしまう状況が生まれて
いることがわかった。「歩きスマホ」は視野を20分
の1程度にまで狭めてしまうとNTTドコモなどの研
究5により示されているが、スマホ利用が視野狭窄
になりやすくなることは、身体的、精神的ともに言
えると推察される。
　もう１つは、ソーシャルメディアの過剰利用に伴
う人間関係への悪影響がみられる点である。今回ソ
ーシャルメディア「疲れ」への分析を通して、とく
にLINEやFacebookにより送り手と受け手双方の
意識のギャップが生まれやすいことや、相手との適
度な距離感が見出しにくいことが示されている。こ
の点は単なる時間的な過剰利用によるものではなく、

「既読機能」や「友達関係機能」への理解や受け入
れ姿勢により、個人差が出やすい部分だといえる。
ただ、ソーシャルメディア利用が必然的に人間関係

の場合は年代差が色濃く出ていることと対照的であ
る。
　もちろん対話できる相手は、とても限られる。し
かし、相互の理解を伴いながら、認識の偏りをでき
る限り生じさせないためには、リアルな対話を通し
てでしか難しいと考えている。ネットでの対話もで
きそうに思えるが、文字や記号のみのやり取りでは
限界があるだろう。もし可能性があるとしたら、リ
アルな対話と併用したネット対話で、補完的な関係
の場合だと考えている。

3.3.　思考の壁
　最後に、思考停止、思考の硬直化といった「思考
の壁」について考えてみたい。
　建築学者で作家の森博嗣氏は『孤独の価値』の中
で、自分から思考し何か生み出すためには孤独が必
要だという。そして、「つながりすぎの肥満が、身
動きのできない思考や行動の原因になっている」4と
述べている。つまり、思考を支えるものは、一定程
度他者と切り離された環境で、自分と向き合い自分
の頭で考えることであり、それが「孤独」の価値だ
と述べている。
　このような考えを踏まえたとき、ソーシャルメデ
ィアを通して常に誰かとつながり続けていることの
問題の大きさを改めて感じる。フリーアンサーの中
にもあったように、「自分で考えるより先に調べて
しまうことが多くなった」「判断基準にネットの情報
を使うようになった」状態では、まず自分から思考
する余地は見出せない。
　そして、リアルな体験が思考を促進する。現在ネ
ットを通して、さまざまな情報とともに動画などに
より、あたかも体験したかのような気分になること
が少なくない。しかし、疑似体験は体験ではない。
他者により作られた、他者の視点から描かれた現実
の一面でしかない。自らがその場に身を置くことで
得られる情報とは比較にならないだろう。
　つまり、思考の壁を超えるためには、自分で思考
できる環境をいかに整えられるかにかかっていると
考えられる。
　『バカの壁』を著した養老氏は、常々自然の中に
身を置くことの大切さを強調している。自然の中に
身を置くことは、孤独になれるだけでなく、リアル
な感覚を呼び起こすことにつながる。その意味で、
他者との距離感だけでなく自然との距離感も思考に
は重要である。



「過度の撮影行為」に加え、他のマナー意識と合わ
せ詳しく実態を分析することで、どうすれば「歩き
スマホ」などスマホに関わる公共意識が健全に保た
れるか、その効果的な方法を見つけていくことが求
められる。
　そして、以上を踏まえながら、これからの時代の
コミュニケーション作法を提起することで、現状の
課題解決につながっていくことが期待できる。
　インターネットが一般に利用できるようになって、
はや20年が経とうとしている。そろそろ光と影を見
極めながら、文明の利器として有効活用ができる道
具に進化させる節目に来ていると、今回の研究全体
を通して改めて考えている。

注
―――――――――――――――――――――――
１�宮田穣「ネット・バカの壁」、相模女子大学紀要　
VOL.77C(2013)

2�株式会社ゲイン「マナーに関する意識調査」、イン
ターネット調査、2014 年 7 月実査、全国 20-60 代
の男女・各 250 名

3�遠藤功・山本孝昭『「IT 断食」のすすめ』、日本経
済新聞社、2011、を主に参考とした。

4 森博嗣『孤独の価値』幻冬舎新書、2014, p.129
5�NTT ドコモが製作した「歩きスマホ」の注意勧告
動画 (2014.3.28 公開 ) による実験で、渋谷のスクラ
ンブル交差点を舞台に「もしもスクランブル交差
点を横断する人が全員歩きスマホだったら ?」と
いう設定で、1,500 人が同時に交差点を渡るシミュ
レーションを行った。そのシミュレーションの根
拠として、「歩きスマホの歩行時の視野は通常歩行
時に比べて約 20 分の 1 になるとの愛知工科大学小
塚一宏教授の研究結果に触れている。小塚教授は
2011 年、名古屋市の繁華街で「歩きスマホ」の危
険性を調べ、普通に歩くときに比べて視野が 20 分
の 1 になり、歩く速さも 7 割程度に落ち込むこと
を突き止めた。
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での「疲れ」につながる仕組みを内包しており、利
用者のリテラシーが低いまま過剰利用が続くと、心
身へのストレスが蓄積し、人間関係への悪影響が生
まれる懸念が示唆されている。
　では、以上の2点に対して、今後どのような方向
性を描いていけばよいのかを指摘しておきたい。
　まずは、コミュニケーション教育を充実させてい
くことだと考えている。従来から、いかにインター
ネット活用を行っていくかといった効用面に重点が
置かれた「メディアリテラシー教育」が行われてき
た。しかし、今回の結果からは、それ以上にインタ
ーネット利用の影の部分も含め、コミュニケーショ
ン全体のあり方を学ぶことの必要性が読み取れる。
とくに、インターネットを使わないリアルな「対話
力」の向上を図ることも含まれるだろう。このこと
は、世代を超えたコミュニケーション力を身につけ
ることにもつながる。
　さらに、インターネット利用の社会情報環境整備
を充実させていくことだと考えている。「歩きスマ
ホ」問題が示唆している点は、公共意識は個人に責
任を委ねても効果は薄いことである。スマホ利用に
伴い懸念される点は、強制的に防止ソフトを組み込
むことや、禁止されることと許容されることを分け、
明確にルールとして提示することなど、社会情報環
境として強制力を伴う誘導が必要だと考える。現状
のように、目立たない程度に「歩きスマホ」を回避
するよう呼びかけるだけでは、視野狭窄になりリア
ルな周囲が見えない利用者への効果は薄い。駅や交
通機関、マスコミ以上に、日々スマホの普及拡大に
勤しんでいる通信キャリア企業の社会的責任が強く
問われている。
　「ネット・バカの壁」を超えることは容易ではな
い。しかし、人間自らが生み出したインターネッ
ト・メディアという道具がもたらす課題は、人間の
工夫によって解決ができると信じている。

５．次なる研究課題

　さいごに、次なる研究課題について簡単に述べて
おきたい。
　まず、スマホ利用に関しては、ソーシャルメディ
アに限らず、ゲームなどソフトの利用範囲を拡大し、
なぜ利用者がのめり込み、自己コントロールができ
なくなっていくかを、詳細に調査し明らかにしてい
くことが求められる。
　また、公共意識については、「歩きスマホ」や
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